
                         

            束の間 

雨に紫陽花が鮮やかに映える季節となりました。今月は、工務部の内場智仁が担当さ

せていただきます。なぜ建築を志したかと改めて思い返してみると、私は子供の頃建築

に携わっていた父親の仕事をよく目にしていました。そして、図面に描かれたｲﾒｰｼﾞが立

体的に具現化されていく様子にとても感動した事を鮮明に覚えています。その時、建築 

の道に進もうと私は決めました。また、未来に残る仕事がしたい

という思いを持っていたので、担当した建物が形として残ってい

る事が大きなやりがいになっています。もうすぐ束の間の梅雨が

やって参ります。『束の間』語源の束(つか)とは、建築部材で短い

柱の事を言います。この事からわずかやちょっとなどを表す言葉

として使われるようになりました。お客様の長い人生で、私との関わりは束の間の出来

事です。どこまでも信意に近づく事でお互いの満足度を保てるよう熟考して参る所存で

す。皆様のお役に立てるように日々邁進して参ります。 

  


